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実映像の高臨場感をCG映像との比較により立証

～CG映像より実映像の高臨場感を目指した研究～
03

CG映像と実映像を見たとき，人は

瞬時にこれがCGであるか実映像で

あるかを判断することができます．

本研究ではCG映像と実映像の違い

を検証するため，画像や映像を呈

示し，臨場感を感じるといわれて

いる視線，脳活動などを計測・解

析しています．

現在，映像の評価は人を用いた主

観評価が主流であるため，定量的

な評価ができません．そこで視線

や脳活動といった生体信号を用い

ることで客観的，定量的な評価を

します．

CG映像と実映像にはそれぞれ長所

を生かした使い方ができるように

なると考えています．高臨場感を

必要とするシミュレータや機器に

は実映像を用いられると考えてい

ます．
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CG画像と実画像の違いを見分けることができる

どちらが実画像か
目視により判断可能

どのようなところに違いがあるか

映像の特徴量が
異なるのでは…

映像を見たときの視線が
異なるのでは…

映像を見たときの脳活動が
異なるのでは…

様々な視点からCG映像と実映像の違いを研究

ディープラーニングを用いて
CG画像のリアリティを評価

視線計測器FOVIOを用いて
視線を比較

脳活動計測器NIRSを用いて
脳活動を比較

実映像呈示時の視線 色数による脳活動の違い
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